
放射線は宇宙から降り注いだり、大地、空気、そして食べ物からも出ています。また、家などの建

物からも出ています。

私たちは今も昔も、放射線がある中でくらしており、放射線を受ける量を「ゼロ」にすることはできま

せん。

A

日本に住んで生活している私たちが宇宙や大地などの自然環境や食べ物から受けている放射線
（これらを自然放射線という）の量は、合計すると年間で平均2.1ミリシーベルトになります。

宇宙から

今この瞬間も、常に宇宙から
一次宇宙線が地球に飛来し
ており、大気と衝突して新たな
放射線物質(³H,¹⁴Cなど)や
二次宇宙線（中性子線、電
子線、γ線など）が発生して

います。二次宇宙線は外部被
ばくの主因となります。上空に
いくほど被ばく量は多くなります。

食物から

植物の光合成による炭素の
取り込みや、動植物の重要
な栄養素であるカリウムの取
り込みに伴い、天然の放射
性の炭素やカリウムがすべて
の生物に含まれています。そ
れらを食し取り込むことで、内
部被ばくの主因となります。

空気中から

地中の放射性物質が連続的
に姿を変えていく過程で、ラド
ン等が発生します。ラドン等は
気体の放射性物質であり、地
中から離れて空気中に浮遊し
ています。呼吸により吸い込ん
だラドン等が内部被ばくの主
因となります。

大地から

岩石の中などに天然の放
射性物質が含まれており、
地表に向けて、放射線が
出てくるため、外部被ばくの
主因となります。

宇宙の発展の過程で様々な
元素が作られ、同時に様々
な放射性物質も作られました。
地球が誕生したときに既にこ
れらの放射性物質が含まれ
ており、そのような環境の中で、
あらゆる動植物が進化してき
ました。

ポイント

自然界に、もともと放射線は
あるの？Q3

出典：東京電力廃炉資料館に基づき作成

65kgの体重のひと
は体内にある天然
の放射性物質から
1秒間に8,000回
放射線が発射され
ています。5k

東京～ニューヨークを
飛行機で一往復する
と80～110μSv(ﾏｲｸ
ﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ)被ばくします。



日常生活で受ける放射線の量は？

人工の放射性物質と自然の放射性物質とで放出される放射線に区別はなく、シーベルトの
数値が同じであれば、人体への影響も違いはありません。

日本人が医療で受ける人工放射
線の被ばく量は年間で平均約2.6
ミリシーベルトになります。

出典：環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和3年度版）」

人工放射線って何？自然放射線とは違うの？

放射線には自然放射線のほかに人工放射線があります。病院でのＸ線（レントゲン）撮影などの医療行為で受ける

放射線や、原子力発電所事故などで放出された放射線も人工放射線です。

ポイント


